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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2010-73997(P2010-73997A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-241510(P2008-241510)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   5/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/0687   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/37     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/015    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ   5/12    　　　　
   Ｈ０１Ｓ   5/0687  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/37    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/015   ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月9日(2011.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　強度変調されていないレーザ光を出射するＤＦＢレーザと、
　前記レーザ光の強度を変調する半導体光増幅器と、
　変調された前記レーザ光を前記レーザ光の高調波である可視光に変換する高調波生成素
子と、
を具備することを特徴とするレーザシステム。
【請求項２】
　前記ＤＦＢレーザは、波長が前記高調波生成素子の動作範囲の波長となるような前記レ
ーザ光を出射し、
　前記半導体光増幅器は、前記レーザ光の波長を変化させずに前記レーザ光の強度を変調
することを特徴とする請求項１記載のレーザシステム。
【請求項３】
　前記ＤＦＢレーザは、量子ドットＤＦＢレーザであることを特徴とする請求項１または
２記載のレーザシステム。
【請求項４】
　前記ＤＦＢレーザと前記半導体光増幅器とは同じチップ上に形成されていることを特徴
とする請求項１から３のいずれか一項記載のレーザシステム。
【請求項５】
　レーザ光を出射する量子ドット活性層を有するＤＦＢレーザと、
　前記レーザ光を前記レーザ光の高調波である可視光に変換する高調波生成素子と、
を具備することを特徴とするレーザシステム。
【請求項６】
　前記ＤＦＢレーザは強度が変調されたレーザ光を出射することを特徴とする請求項５記
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載のレーザシステム。
【請求項７】
　前記可視光はグリーン光であることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項記載の
レーザシステム。
【請求項８】
　前記高調波生成素子は、前記変調されたレーザ光を前記レーザ光の第２高調波に変換す
ることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項記載のレーザシステム。
【請求項９】
　前記ＤＦＢレーザの温度を一定に制御する温度制御部を具備することを特徴とする請求
項１から８のいずれか一項記載のレーザシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、強度変調されていないレーザ光を出射するＤＦＢレーザと、前記レーザ光の
強度を変調する半導体光増幅器と、変調された前記レーザ光を前記レーザ光の高調波であ
る可視光に変換する高調波生成素子と、を具備することを特徴とするレーザシステムであ
る。本発明によれば、レーザ光の強度の変調が可能で、高効率の高調波生成素子を用いる
ことができ消費電力を削減できる。
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